
※
時期は提案とする。ただし、1号汚泥乾燥設備の乾燥汚泥コンベヤ及び
排出コンベヤは平成30年度、この他の設備については平成28年度まで撤去
不可とする。2号汚泥乾燥設備については平成33年度まで撤去不可とする。

汚泥乾燥設備を更新する場合は、事業期間中の更新とする。
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別紙3　本施設の基本処理フロー図




